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新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
海
南
高
校
で
の
新

し
い
学
校
生
活
に
徐
々
に
慣
れ
て
き

た
で
し
ょ
う
か
？ 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
海
南
高
校
の
特
色
の
一

つ
と
し
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
マ
ン
ス
リ
ー
第
一
号
で
は
、

前
年
度
の
活
動
内
容
を
中
心
に
Ｓ
Ｓ

Ｈ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
は
、
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
」の
略
で
、
未
来
を
担
う

科
学
技
術
系
人
材
を
育
て
る
こ
と
を

狙
い
と
し
て
、
理
数
系
教
育
の
充
実
を

は
か
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

上
部
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
本
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
左
が
カ
イ
く
ん
、

右
が
ナ
ン
ち
ゃ
ん
で
す
。
和
歌
山
の
み

か
ん
と
黒
江
漆
器
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

ま
す
。 

昨
年
は
、
教
養
理
学
科
だ
け
で
な
く
、

普
通
科
も
対
象
に
し
て
活
動
が
行
わ

れ
、
生
徒
や
保
護
者
の
皆
様
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、
高
い
評
価
を
頂

い
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、

課
題
研
究
（
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｐ
）
、
学
生
・
中
学

生
を
対
象
と
し
た
科
学
実
験
（
Ｓ
Ｓ

Ｉ
）
、
特
設
課
外
授
業
、
特
別
講
義
、

特
別
講
演
が
あ
り
ま
す
。 

昨
年
の
課
題
研
究
の
テ
ー
マ
は
「
確

率
の
三
つ
の
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
」 

、
「 

 

率
の
三
つ
の
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
」

「
Ｋ
ｉ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
を
用
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
操
作
」

「
化
学
的
酸
素
要
求
量
Ｃ
Ｏ
Ｄ
に
よ
る

水
質
調
査
に
つ
い
て
」
「
フ
ル
ー
ツ
石
け

ん
ろ
う
そ
く
」
「
紀
伊
半
島
の
地
質
と

歴
史
」
「
有
機
キ
レ
ー
ト
剤
に
よ
る
金

属
量
の
測
定
」
、
科
学
部
で
は
「
色
素

増
感
光
電
池
の
還
元
糖
に
よ
る
効
率

の
向
上
に
関
す
る
研
究
」
「
キ
シ
ノ
ウ
エ

ト
タ
テ
グ
モ
の
研
究
」
「
金
環
日
食
」
な

ど
が
、
研
究
・
発
表
さ
れ
、
科
学
部
で

は
、
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
数
々
の

賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

             

科
学
部
主
催
の
Ｓ
Ｓ
Ｉ
活
動
で
は
、

年
間
に
四
回
の
ペ
ー
ス
で
、
海
南
市
内

の
小
学
校
を
中
心
に
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
回
の
授
業
は
一
時
間
か
ら

半
日
程
度
で
、
児
童
生
徒
を
対
象
に

液
体
窒
素
を
使
っ
た
科
学
実
験
や
、

色
の
変
わ
る
液
体
等
、
対
象
と
す
る

児
童
生
徒
に
合
わ
せ
て
授
業
を
行
い

ま
す
。
参
加
し
た
生
徒
は
、
子
ど
も
達

の
素
直
な
反
応
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
先
生
を
目
指
し
た
い
と
い
う
人

も
ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。 

特
設
課
外
授
業
は
、
臨
海
実
習
・

関
東
研
修
・
関
西
研
修
等
が
あ
り
ま

す
。
今
年
度
の
日
程
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。 

臨
海
実
習
は
、
四
十
三
年
間
継
続

し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
和
歌
山
市

加
太
の
海
岸
で
の
磯
観
察
や
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
行
い
ま
す
。
関
東
研
修
で

は
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
）
で
の
研
修
や
Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究

発
表
会
へ
の
参
加
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
関
西
研
修
で
は
、
神
戸
大

学
や
高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
８
）
で
研
修
を
行
う
予
定

で
す
。 

ど
の
活
動
も
、
貴
重
な
経
験
と
な

る
の
で
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る

た
め
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。 

Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
の
詳
細
は
、
「
課
題
研

究
発
表
要
約
集
」
「
研
究
開
発
実
施

報
告
書
（上
部
写
真
）」に
記
載
し
て
い

ま
す
。
気
に
な
る
人
は
、
図
書
館
に
置

い
て
い
る
の
で
、
一
度
手
に
取
っ
て
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

今後の予定 

５ 月２ ４ 日 臨海実習（１ 年生全員） 

７ 月上旬  Ｓ Ｓ Ｈ 特別講義（教養理学科） 

７ 月下旬  夏季特設課外授業「近畿大学原子力研究所」 

（１ 年教養理学科） 

８ 月 5～7 日 夏季特設課外授業「関東研修」 

（１ 年生希望者） 

８ 月下旬  夏季特設課外授業「関西研修」 

（２ 年希望者） 

科学部では、課題研究の

テーマに分かれ、フィールドワークに出かけた

り、実験を行ったり、様々な活動を行っています。

また、ＳＳＩ活動も科学部を中心に行っているの

で、こんな研究がしてみたい、ＳＳＩに参加して

みたいという人は、兼部や一部のイベントにのみ

参加ということも可能ですので、ぜひ一度、科学

部を見学に来てください。 

放課後、化学教室で活動しています。 


